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Lapidaries from Antiquity to the Renaissance

Shizuka Nishikawa

This study aims to introduce gemmological writings known in the 
West from Antiquity to the Renaissance. From the Ancient period 
throughout the Renaissance, gemstones were considered to have 
medical, magical, and prophylactic properties. Information about 
gemstones can be gathered from encyclopaedias, lapidaries, medical, 
alchemical, and astrological works. The encyclopaedic traditions that 
can be referred to are, for example, Naturalis historia of Pliny the 
Elder, Etymologiae of Isidore of Seville, Physica of Hildegard of Bin-
gen, and De mineralibus of Albertus Magnus. Lapidaries that contain 
information include Theophrastus’ De lapidibus, pseudo-Aristotelian 
Lapidarium, Marbode of Rennes’ De lapidibus, and Damigeron’s De 
virtutibus lapidum and medical writings such as Dioscorides’ De 
materia medica. In these works, the medical, magical, mystical, and 
prophylactic properties of gemstones are discussed, for example, 
smaragdus to cure a scorpion bite, calcedonius to win lawsuits, and 
so on. The primary sources in Arabic are Secretum secretorum and a 
book of magic, Picatrix. De quindecim stellis, quindecim lapidibus, 
and puindecim herbis et quindecim imaginibus attributed to Hermes 
Trismegistus and De veta libri tres of Marsilio Ficino, as well as De 
mineralibus of Albertus Magnus explain images engraved on stones 
which supposedly have celestial powers. Another source of informa-
tion on gemstones is Bede’s Explanatio Apocalypsis, which comments 
on gemstones listed in the Bible.

＊ 慶應義塾大学文学研究科後期博士課程修了

古代からルネサンスの宝石論と 

メディチ家の蒐集

 西 　 川　 し ず か＊ 
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古代からルネサンスの宝石論とメディチ家の蒐集

はじめに
フィレンツェの実質的な統治者であり，ルネサンスの栄華をきわめたと

言われる，ロレンツォ・デ・メディチの名は誰もが知っていよう．ロレン

ツォは美術の庇護者としても知られるが，意外にも，彼の財産目録におい

てより高く値踏みされていたのは，絵画でも，彫刻でもなく，むしろカメ

オをはじめとする彫玉である．彫玉とは，神話の一場面や様々なモチーフ

が刻まれた宝石のことで，浮彫の施されたカメオ以外に，沈み彫りの施さ

れたインタリオがある．エルンスト・ゴンブリッチが「彼［ロレンツォ］

が芸術に費やすべきであった資金は，高価な古代の宝石の購入にあてられ

たのではないかとさえ疑いたくなる 1）」と述べるほど，ロレンツォはこの

彫玉などの古代の宝石の蒐集に熱を上げていた．

このメディチ家の蒐集に関する従来の研究では，蒐集品の特定と同時代

の美術作品の受容に関するものが多い．一方で，古代の宝石や彫玉が何故

それほどにまで高い価値があると認められ，知識人たちが執拗に蒐集する

に至ったのかについて，当時知られていた宝石や彫玉に言及する著作の精

査をとおして，宝石や彫玉が持つとされていた超自然的な力の希求という

観点からメディチ家の蒐集を論じた研究は皆無に等しい．当時の人々は，

現代の私たちとは全く異なる視点で宝飾品を捉えており，多くの著作に言

及されているように，ひとびとは古代より宝石のもつ魔術的で神秘的な力

を信じ，単なる装飾品としてではなく，薬や護符として扱っていたのであ

る．したがって，この点を考慮して蒐集の意義を考察することは有益であ

ると思われる．

このような宝石に対する当時の人々の認識を示す，ロレンツォの宝飾品

にまつわる大変興味深いエピソードが二つ伝えられている．ひとつ

は，1478 年から 1526 年までのフィレンツェおよびイタリアのさまざまな

出来事を記した，銅細工師バルトロメオ・マージの『回想録』に言及され

るものである．バルトロメオ・マージは 1480 年生まれではあるが，父が
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営んでいた工房の記録などを用いて執筆された『回想録』は，当時のフィ

レンツェの様子を伝える重要な史料とされている．この中でマージ

は，1492 年にフィレンツェを襲った嵐の際に，ロレンツォが指輪から精霊

を解放し，それによって嵐を鎮めたという，以下のような噂を記している．

私はこのように記憶している．一四九二年四月五日の夜三時ころ，風雨を伴

う悪天候になり，雷が同時に六つ落ちた．落雷があったのはサンタ・マリア・

デル・フィオーレ大聖堂のドームのランタン（頂塔）だと言われ，大聖堂の

内と外の多くの大理石を破壊した．……伝えられるところによると，悪天候

が訪れた時，ロレンツォ・デ・メディチは，ある精霊を自由にして解放した．

その精霊は，ある指輪のなかに捕らえられていたと言われている．精霊を自

由にして解放した，まさにその時に幸運が訪れた．この精霊は何年間も，先

の指輪の中に捕らえられていたという．この悪天候の時に，ロレンツォは重

い病の床にあったため，精霊を解き放ったのだと言われている 2）．

シェイクスピアの『テンペスト』さながらのこのエピソードによれば，

指輪の中に捕らえられていた精霊の解放によって嵐は静まったものの，ロ

レンツォの病状は悪化したという．実際，この指輪の精霊の解放のわずか

三日後，ロレンツォはこの世を去ってしまう．マージの記述は歴史的事実

とは捉えられないだろう．それでもなお，このような記述が残っているこ

とこそ，当時宝飾品に与えられていた価値が単なる財産としてのものだけ

でなかったことを端的に示している．

ロレンツォの死に関して，人文主義者アンジェロ・ポリツィアーノの書

簡に，もうひとつ宝飾品にまつわるエピソードが語られている．すなわ

ち，死を間近に迎えた病床のロレンツォに，真珠と高価な宝石の粉末が処

方されたのだという．
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それからやがて明らかになるように，大変熟練した医師のラッザーロがティ

チーノから到着した．彼が呼びだされたのは遅すぎたが，試していないこと

がないようにするために，ラッザーロは，真珠とありとあらゆる種類の宝石

を粉砕してつくる大変高価な治療薬を試みた 3）．

なんとも迷信的に思われるこれらの記述は，しかし，宝飾品や宝石に対

する当時の認識を良く表わしている．当然のことながら現代の私たちは，

指輪の精霊を解放せずとも時がたてば嵐は去り，長らく患っていたロレン

ツォの痛風はどのみち悪化せざるをえなかったということ，そして宝石の

粉末はロレンツォの病状を悪化させることはあっても，改善することはな

かったはずであることを知っている．しかしながら，当時の人々は，私た

ちとは全く異なる視点で宝飾品を捉えていた．後述するように，ルネサン

ス当時の常識においても，宝石の薬効や指輪の精霊には信じるに足りる根

拠があった．

宝飾品の歴史は今日ではおもに工芸史や美術史，もしくはコレクション

の歴史や経済史の文脈で語られるであろう．しかし宝飾品には，現代では

ほぼ忘れられたもうひとつの側面，護符や薬としての側面があったのであ

る．ロレンツォが処方された高価な宝石とはなんであったのか．また，彼

が解き放ったとされる指輪の精霊とはいったいなんであったか．ここでは

この二つエピソードを出発点に，ロレンツォ・デ・メディチにまつわる宝

飾品を具体例として取り上げ，当時信じられていた宝飾品の神秘的・魔術

的な力について考察したい．

1.　ルネサンスにおける彫玉蒐集
宝飾品の神秘の力や魔術的な力について考察する前に，ロレンツォ・

デ・メディチがとりわけ情熱を傾けていた古代彫玉の蒐集の当時の状況に

ついて概観しよう 4）．
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古代ギリシアおよび古代ローマ時代に制作された彫玉，すなわち像の刻

まれた宝石は，十五世紀のイタリアにおいて，とりわけ知識人たちに好ま

れた蒐集品であった．ロレンツォ・デ・メディチに先行する著名な蒐集家

としては，教皇パウルス二世（ピエトロ・バルボ，在位 1464–1471）を筆

頭に挙げることができる．パウルス二世の財産目録には，800 点以上の彫

玉が記載されており，教皇のこの彫玉に対する執着を窺い知ることができ

るエピソードがいくつも知られている．例えば，トゥールーズの修道院に

保管されていた古代ローマ時代の《アウグストゥスのカメオ》（ウィーン

美術史美術館）を手に入れる代わりにガロンヌ川に架ける橋の建設費用を

負担し，また，ロドヴィコ・トレヴィサン枢機卿（1401–1465 年）の相続

に介入してまで同枢機卿の彫玉コレクションを手に入れている．さらに

は，自身の彫玉のブロンズ製複製を制作させてもいる 5）．

同じく著名な彫玉蒐集家であったのは，フランチェスコ・ゴンザーガ枢

機卿（1444–1483）であるが，同枢機卿の財産目録には 200 点以上の彫玉

が記載されている．そのうち最も有名なのは，現在オックスフォードのア

シュモレアン美術館に所蔵される古代ローマ時代に制作された《フェリッ

クス・ジェム》であるが，これは教皇パウルス二世が所蔵していたもので

ある 6）．ゴンザーガ枢機卿が 1483 年に没したさいには，借金の抵当とし

て枢機卿の彫玉が保管されていたメディチ銀行のローマ支店にロレン

ツォ・デ・メディチをはじめ，マントヴァ候フェデリーコ一世・ゴンザー

ガ，カラブリア公アルフォンソ，ハンガリー王マチャーシュ一世らが，枢

機卿の彫玉を手に入れるために，借金の肩代わりを申し出たという 7）．こ

れは当時の彫玉に対する大変な熱狂が窺えるエピソードであろう．ロレン

ツォ・デ・メディチの彫玉蒐集は，このパウルス二世やフランチェスコ・

ゴンザーガ枢機卿の影響を受けていると考えられている．

ロレンツォ・デ・メディチもまたパウルス二世やゴンザーガ枢機卿にも

勝るとも劣らぬ彫玉蒐集家であった．ロレンツォはありとあらゆる手段を
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使って彫玉を蒐集したことが知られ，教皇パウルス二世の借金のかたに，

教皇の蒐集の多くを手に入れている．1492 年のロレンツォの財産目録に

は，多数の宝飾品が記載されているが，中でも古代に制作された彫玉が圧

倒的に多い点が際立っている．ロレンツォの財産目録において中核をなす

のは，彫玉や貴石製器杯などの古代に制作された工芸品であり，総額の約

七割を占めている 8）．メディチ家の彫玉蒐集は，ロレンツォ・デ・メディ

チの祖父コジモの時代に始まったと言われるが，父ピエロが所有したおよ

そ 30 の彫玉を少なくとも倍以上にし，イタリアで最大ではないにしても

最も有名な彫玉コレクションのひとつにしたのはロレンツォであった．ロ

レンツォの彫玉の多くは，教皇パウルス二世の蒐集に由来しており 9），な

かでも後にファルネーゼ家の所有になることから現代では《ファルネーゼ

の皿》（ナポリ国立考古学博物館）と呼びならわされている，ヘレニズム

時代の両面カメオ彫りの深皿は，ロレンツォの財産目録において一万フィ

オリーニという最も高額な評価が与えられている 10）．その一方で，フィ

レンツェの巨匠ドナテッロの大理石浮彫《昇天と聖ペトロに鍵を渡すキリ

スト》（ロンドン，ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館）は，同財

産目録において十五フィオリーニの価値しか与えられていない 11）．また，

また，ロレンツォの注文ではないものの，ボッティチェッリの《サン・マ

ルコの祭壇画》（フィレンツェ，ウフィツィ美術館）には百フィオリーニ

しか支払われていない 12）．これらのことからも明らかなとおり，当時彫

玉が最も高い評価がなされた美術品であった．冒頭のゴンブリッチの言葉

どおり，ロレンツォが同時代の主要な美術作品のパトロネージよりも古代

彫玉の蒐集に熱心であったことは明らかである．さらに，これらの彫玉の

多くに，自身のイニシャル「LAV.R.MED.」を刻ませていることから，彫

玉の所有者であったことを後世にまで知らしめたいという，ロレンツォの

彫玉に対する思いが窺える．実際に，このイニシャルの存在によって，ロ

レンツォが所有した彫玉を同定することが可能となった．



（ 85 ）

哲　　　学　第 139 集

ロレンツォ，そして当時の知識人が，これほどまで熱心に彫玉を蒐集し

た理由には，もちろん古代への憧憬があり，また資産的価値そのものの魅

力に加えて，社会的地位の誇示を意図したものであったことは事実であろ

う．一方で，次に詳細に述べるように，古代より多くの著作に，宝石や彫

玉に薬効や神秘の力が宿ると言及されていることが，蒐集の動機として大

きな影響を及ぼしていたことも否定できないであろう．宝石や彫玉の蒐集

とは単に物質としての所有を意味しただけでなく，未知なる力の所有でも

あったのだ．

2.　宝石に関する古代・中世の書物
支配層を含め広く社会的に普及していた宝石は，古代以来の学問体系に

おいて特別な力を持つとみなされ，医学や占星術，そして魔術とも密接に

関連づけられていた．いうまでもなく，近代以前には，これらの学問には

いまだ明確な区分がなされていなかった．中世やルネサンスの医学は，占

星術的な知識を大前提として活用し，医学的処方は通常そうした占星術的

理論に基づいてなされていた．占星術と医学には切っても切れない関係が

あったように，病気を治すための魔術も存在するなど，医学と魔術の境目

も曖昧であった 13）．こうした曖昧さを端的に表わしている，マーゾ・フィ

ニグェッラの《図解年代記》の一枚「医師アポロン」では，魔法円陣の中

に立つ医師アポロンが，何やら液体の入った器と本を手に，病床の若い男

の病を治すために，悪魔を呼び出している．そして，このような，魔術と

医学，そしてさらに占星術までもが一体となった領域において，古代の権

威を典拠として，宝石の持つ薬効や神秘の力が信じられていた．

宝石に関する古代から中世の書物は膨大にあり，百科事典，医学書，錬

金術書，占星術書，そして宝石誌に言及される 14）．すべてを詳細に論ず

ることはできないが，ここではその一覧を挙げてみたい．

宝石が百科事典の一項目として記載されるのは，古代ローマの博物学者
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プリニウスの『博物誌』15），それを抜粋した三世紀ころの文法家ソリヌス

の『奇異事物集成』16）や中世初期の神学者セビリャのイシドールスの『語

源論』17），十一世紀から十二世紀のフランスのベネディクト会士サント

メールのランベールの『花々の書』18），十二世紀ドイツのベネディクト会

系女子修道院長ヒルデガルト・フォン・ビンゲンの『自然学』19），十三世

紀のイギリスの神学者ネッカムの『事物の本性について』20），十三世紀の

神学者バルトロメウス・アングリクスの『事物の諸性質について』21），ザ

クセンのアルノルトの『自然の限界について』22），十三世紀のドミニコ派

の修道士ヴァンサン・ド・ボーヴェの三部からなる『大いなる鏡』のひと

つ『自然の鏡』23），十三世紀の神学者トマ・ド・カンタンプレの『事物の

本性について』24）そして，同じく十三世紀の神学者アルベルトゥス・マグ

ヌスの『鉱物論』25）（図 1）であるが，もとをたどると，アリストテレス

の『天体論』や『宇宙論』の他，テオプラストスの『石について』26）に依

拠すると考えられている 27）．

これらの著作では，さまざまな宝石が列挙され，色や硬さ，産地などと

ともに，宝石が持つ効力，例えば，テオプラストスの『石について』に認

められるように，エメラルドは水をこの宝石の色と同じ緑色にする力があ

り，エメラルドの印章には視力を回復する力があるといった記述がされて

いる 28）．このテオプラストスの言及に明らかなとおり，宝石には薬効が

あると信じられ，医学書にも宝石の効能が記載された．古代ギリシアの医

者ペダニウス・ディオスコリデスの『薬物誌』の第五巻には「鉱石類」と

いう項目が設けられ，サファイアを服用するとサソリに刺された傷に効

く，なとどいった宝石の薬効が詳述される 29）．その他の重要な著作には，

偽アリストテレスの『石について』30）や，紀元前一世紀の魔術師とも言わ

れるダミゲロンの『石の効力』31）が挙げられる．

また，ラテン語訳がヨーロッパ世界に知られていたアラビア語の著作に

は，十世紀から十一世紀のイスラム世界を代表する医師であり哲学者イブ
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ン・スィーナー（ラテン語名アヴィケンナ）の主著『治癒の書』の一部で

ある『鉱物論』32）や，十三世紀のイギリスの哲学者ロジャー・ベーコンが

編集したことが知られる 33），九世紀ごろに成立したとされる『秘中の秘』

（図 2）と呼ばれる書の他，十一世紀のチュニジアで生まれイタリアで活

動した医師コンスタンティヌス・アフリカヌスの医学書である．また，錬

図 1　 アルベルトゥス・マグヌス　『鉱物論』　1401–1410 年頃　フィレンツェ　ラ
ウレンツィアーナ図書館
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金術書，医学書，占星術書を著した八世紀ころの哲学者ジャービル・イブ

ン＝ハイヤーン（ラテン語名ゲベルス又はゲーベル）や九世紀の天文学者

であり数学者のサービト・イブン・クッラ（ラテン語名テービト），九世

紀の医師クスタ・イブン・ルカなどの著作の他，十三世紀よりラテン語版

が広く知られていたアラビア語の魔術書『ピカトリクス』34）にも宝石の特

図 2　『秘中の秘』　14 世紀　フィレンツェ　ラウレンツィアーナ図書館
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別な力について記載されている．

その他，中世やルネサンスにはモーセより少し後の賢者だと信じられて

いた，ヘルメス・トリスメギストス（三倍偉大なるヘルメス）の著作 35），

すなわち，紀元前三世紀から紀元後三世紀に多数出現したヘルメス・トリ

スメギストスの名を冠した一群の著作の中の『アスクレピオス』36）や

『十五の恒星，十五の宝石，十五の薬草と十五の像』37）に加えて，は，中世

を通じて広範に流布していた十一世紀のフランスの司教マルボドゥスの詩

『石について』38）にも宝石の神秘の力が説かれている．

また，宝石は『旧約聖書』「出エジプト記」（28 章 17–20 節，39 章 10–13

節），「エ ゼ キ エ ル 書」（28 章 13 節），『新 約 聖 書』「ヨ ハ ネ の 黙 示 録」

（21 章 19–20 節）といった聖書にも言及されるものである．当然のことな

がら，聖書には宝石の薬効や効能は記述されていないが，「出エジプト記」

では十二種類の宝石が司祭の胸当てを飾り，「ヨハネの黙示録」では十二

種類の宝石は天上のエルサレムを飾っている．また，七世紀から八世紀の

イングランドの聖職者ベーダ・ヴェネラビリスの『黙示録注解』では，碧

玉は信仰を表わすといったように宝石は象徴的に解釈されている 39）．

このように，宝石の薬効や効能，神秘の力について記した著作は古代か

ら中世をとおして膨大にあり，これらの著作の多くが，医師や哲学者，神

学者や修道士といった権威ある人物よって著されている点は特筆に値す

る．宝石の未知なる力は，古代以来の長い自然哲学や博物学，鉱物学など

の伝統において権威を持って認められてきた既成の「事実」であった．そ

して，次章で述べるとおり，これらの著作はメディチ家周辺でも知られて

いたことから，宝石には財産や蒐集品としての意義に加えて，薬効や神秘

の力という価値が認められていた可能性は高い．

3.　メディチ家周辺で知られていた宝石に関する書物
上述の著作の中で，メディチ家周辺で知られていた，したがってロレン
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ツォとその周辺の宝石観に直接の影響を与えた可能性の高い書物にはどの

ようなものがあるのだろうか．聖書の言及は当然知られていたものとし

て，ここでは，メディチ家の財産目録やメディチ家周辺の人文主義者ピ

コ・デッラ・ミランドラの蔵書，そしてマルシリオ・フィチーノの著作

『三重の生について』に記述されるものに加えて，レオン・バッティス

タ・アルベルティやフィラレーテの著作を見てみよう．

プリニウスの著作『博物誌』では，その三七章が宝石にあてられ，ロー

マ皇帝らが宝石を蒐集したことや，宝石の薬効と魔術的な力についても述

べられている 40）．フィレンツェのラウレンツィアーナ図書館に所蔵される

『博物誌』（図 3）は，ロレンツォの父ピエロが所有していたものである 41）．

また，フィチーノは，ロレンツォに献呈した著作『三重の生について』

（図 4）のなかで，古代の著述家の言及として，宝石の薬効や魔術的な力

について詳述している 42）．古代の著述家の中でも，ヘルメス・トリスメ

ギストスの著作に認められる言及は，当時たいへんな権威を持って受け入

れられていた．フィチーノはこれら一群のいわゆる「ヘルメス文書」をロ

レンツォの祖父コジモの命によって翻訳している 43）．

ヘルメスの著作には，宝石の驚くべき力が明かされる．例えば，『十五

の恒星，十五の宝石，十五の薬草と十五の像』には，その名のとおり星辰

の力を得るために用いる薬草と宝石，そして宝石に刻むべき十五種類の像

が列挙されている 44）．また，『アスクレピオス』によれば，宝石には神性

が宿り，薬草や香辛料とともに用いれば，人間は神々を創造することがで

きるのだという 45）．十五世紀にフィレンツェで活動した金細工師マーゾ・

フィニグェッラによる『図解年代記』の一枚〈ヘルメス・トリスメギスト

ス〉には，豪奢な衣装を身に纏い王冠をいただいた賢者ヘルメスが，今ま

さにこの神像を造り出した場面が表わされている（図 5）46）．古代の偉大

な賢者と信じられていたヘルメスの言及が，メディチ家周辺で信じられて

いたことは疑いないと思われる．
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また，メディチ家周辺の人文主義者ピコ・デッラ・ミランドラの蔵書に

は，宝石の特別な力について言及する著作が多数含まれていた 47）．たと

えば，アルベルトゥス・マグヌスの『鉱物論』では，彫玉の魔術性につい

て論じられており，アリストテレスがアレクサンドロス大王に政治，道

徳，健康について忠告するという形式をとる『秘中の秘』や，ラテン語版

図 3　プリニウス　『博物誌』　1458 年　フィレンツェ　ラウレンツィアーナ図書館
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が知られていたアラビア語の魔術書『ピカトリクス』には，宝石や印章指

輪の護符としての使用や，それらを用いて精霊を呼び出すという，召喚魔

術とも言える記述が認められる 48）．また，セビリャのイシドールスの『語

源論』では，あくまで迷信を紹介するという形でありイシドールス自身は

否定的ではあるものの，碧玉には幸運をもたらす力があるなどといった言

図 4　 マルシーリオ・フィチーノ　『三重の生について』　15 世紀　フィレンツェ　
ラウレンツィアーナ図書館
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及がなされている 49）．

また，1499–1500 年頃に編纂されたフィレンツェのサン・マルコ図書館

の目録には，ロレンツォの祖父コジモ・デ・メディチや人文主義者ニッコ

ロ・ニッコリの蔵書に由来するものが多数含まれているが，この目録には

ベーダ・ヴェネラビリスの『黙示録注解』が記載されている 50）．

図 5　 「ヘルメス・トリスメギストス」　マーゾ・フィニグェッラ　『図解年代記』　
1470–1475 年頃　ロンドン　大英博物館
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その他メディチ家周辺で知られていたと思われるものには，中世より広

範に流布していた宝石の神秘の力について説くマルボドゥスの詩作『石に

ついて』や，十二個の印章指輪の神秘の力が明らかにされるという寓話で

あるレオン・バッティスタ・アルベルティの『指輪』51）がある．また，ロ

レンツォの父ピエロ・デ・メディチに献呈されたフィラレーテの『建築

論』にも宝石には何らかの力があるものとして言及されている 52）．

これらの著作は，先述の名高い彫玉蒐集家で知られたフランチェスコ・

ゴンザーガ枢機卿も所有していた．ゴンザーガ枢機卿の蔵書には，プリニ

ウスの『博物誌』やアルベルトゥス・マグヌスの『鉱物論』の他，ディオ

スコリデスの『薬物誌』からの抜粋『鉱石類』，星辰像を用いた護符の制

作方法が言及されるサービト・イブン・クッラの『像について』が含まれ

ていた 53）．ロレンツォ・デ・メディチは 1483 年にゴンザーガ枢機卿を訪

ねてマントヴァに滞在するなど枢機卿と親交があり 54），供に著名な彫玉

蒐集家という共通点に，宝石に関するこれらの著作について意見を交わし

た可能性は高いだろう．

4.　宝石の薬効
それでは，宝石に関する著作には具体的にどのような言及がされている

のだろうか．まずは，マルボドゥスの詩『石について』を見てみよう．宝

石の医薬的および神秘的な効能を説くこの詩の序文は，以下のように締め

くくられている．

われわれは確かに，石のかくれた力を知ることを望んでいる．

その仕組みはわからないが，それは明らかに効能を発揮する．

われわれは，真の，そして稀なる栄光が現われるよう願っている．

すなわち，ここで喜ばれるのは，医師の熟練した治療であり，

彼らは石の助けを借りて病を追い払うと言われている．
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石のおかげで，ありとあらゆる幸福が必ずもたらされると

著述家たちは述べる．このことは彼らの手によって検証されたという．

固有の神性が宝石に備えられているかどうかなどと，

何人たりとも疑惑や疑念を持ってはならない．

植物に与えられた力は大きいが，宝石に与えられた力は何にも増して大きい 55）

宝石の特別な力に対するマルボドゥスの確信は，現代の私たちからする

と驚くべきものである．もっとも，パワーストーンなどの現代のサブカル

チャーにおける宝石観を想起するなら，現代の私たちにすら実は部分的に

受け継がれているものといえるだろう．宝石の色彩や輝き，硬度や永続

性，その他化学的物理的特性は，今なお私たちを魅了するが，それは単に

美的鑑賞だけに由来するものではなく，ある種の神秘性への崇敬の念を含

んでいるように思われる．

この記述のあとでマルボドゥスは，宝石の個別の力に言及する．例え

ば，アダマス（金剛石・ダイヤモンド）は「魔法の術のために，この石は

役立つとされている．それは不思議な力で，それを持つ人を無敵にし，夜

の亡霊も空虚な幻影も追い払ってくれる（四三～四五連）」という．

さらには，持病の痛風に悩んでいたロレンツォにうってつけの宝石も言

及される．それは，カスピ海南部にあった古王国メディアで産出するメ

ドゥスという宝石である．マルボドゥスによれば，その宝石を「乳鉢の中

で，一度だけ男児を産んだことのある婦人の乳（五〇七連）」，もしくは

「一度だけオスを産んだ羊の乳（五一一連）」で溶かすと，「長患いの足痛

風を癒す（五一三連）」という 56）．このまことしやかな効能は，実際に病

気治癒のために服用することが意図されていたと思われる．

そしてこのような考えは，なにもマルボドゥスに限ったことではなかっ

た．このメディアで産出される宝石が，慢性の痛風に効能があるという

同様の言及は，アルベルトゥス・マグヌスの『鉱物論』にも認められ
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る 57）．これらの記述は，冒頭に引用したポリツィアーノが言及する，病床

のロレンツォに処方された宝石のひとつが，このメドゥスであったことを

示唆しているのかもしれない．先に述べたとおり，アルベルトゥスの宝石

に関する著作は，ピコ・デッラ・ミランドラの蔵書に含まれており，ロレ

ンツォに宝石が処方されたさいに，このアルベルトゥスの言及が考慮され

ていたとも考えられるであろう．

また，医師でもあったフィチーノは『三重の生について』の第一巻の

二三章において，十一世紀のシリア人医師小メスエの引用として，まさ

に，ロレンツォに処方されたとポリツィアーノが伝えるような，真珠や宝

石の入った嘗め薬の作り方を記している．それは大まかに以下のようなも

のである．果物の搾り汁とバラ水を赤い絹とともに煮て，液体が赤くなっ

たら絹を取り出し，砂糖を入れて煮詰める．火からを下ろし，砕いた琥珀

を入れ琥珀を溶かす．そこに粉状にしたアロエの木とシナモン，ラピス・

ラズリ，真珠，黄金，ムスクを入れると出来上がる．これを朝晩，ワイン

とともに服用するとよい，という．効用についての言及はないが，フィ

チーノはこの嘗め薬が一番気に入っていたそうで 58），ロレンツォが処方

された薬も，これに近いものだったと思われる．

ロレンツォの歿後に編纂された 1492 年の財産目録には，真珠は多数記

載があるものの，痛風に効能があるとされる，メドゥスと特定できる宝石

はない．このような宝石は医師が薬として処方するものであって，個人が

所有し財産目録に記載されるようなものではなかったのかもしれない．と

はいえ，ロレンツォは，病床において医師の処方した真珠や宝石を服用す

るぐらいであるから，その力を信じていたはずである．

5.　彫玉の超自然的な力
宝石に薬効や効能があるとされていたのなら，ロレンツォ，そして当時

の知識人が熱心に蒐集した彫玉はどうだったのだろうか．彫玉，すなわち
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像が刻まれた宝石には，さらなる神秘の力が宿ると信じられていたこと

を，多くの著作が伝えている．そして，この彫玉の力は，像の力をとおし

て奇跡を起こすという，像の使用もしくは，いわゆる像魔術と関連してい

たのである．

まずは，アルベルトゥス・マグヌスの『鉱物論』を見てみよう．既に述

べたとおり，メディチ派の人文主義者ピコ・デッラ・ミランドラが所有し

ていたこの著作において，アルベルトゥスは，彫玉とその効能についての

章を設け，その冒頭で魔術に属するものであると明言している．

石の像と印像について語ろう．これは，占星術に依拠する降霊述の一部をな

すものであり，像や印像の降霊術と呼ばれる．それは良き教養であって，わ

れわれからそれを学ぼうとしたのは，われらが修道会の会士たちであった．

……石の印像については，古代の書物を知るものはわずかで，また，占星術，

魔術や降霊術について知らなければ，印像についてもほとんど理解できない．

……そして第三に技芸によって作られた像について語り，印像の力について

説明しよう 59）．

このように，彫玉は魔術の一部をなすものとみなされていた．ここで言

及される石の像と印像とは，ワイコフによると，浮彫りのカメオと沈み彫

りのインタリオを含んでおり，ここであえて，「印像」（sigillum）と訳し

た語は，本来印章を意味する 60）．アルベルトゥス・マグヌスは，石に像

が彫り刻まれるときに，星の力が石に注ぎ込まれ，その像を通して奇跡を

起こすと考え，以下のように述べている．

自然物であれ人工物であれ，すべてのものは第一に天の力によって突き動か

される．……もし星の霊感が，工匠に技芸を与えるという形で影響を与える

と，その技巧によってつくられたすべての作品に，何らかのその力が流入す
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ることを妨げることはできない．……自然学の一流の師匠や教師は，星々の

像を宝石や金属に彫刻することは，天の力の多くがその中で結合する瞬間を，

それらが最も強力に作用すると考えられる時を見計らって行われるべきだと

主張している．天の力は，そのような像を通して奇跡を起こす 61）．

すなわち，ある特定の星の配置をなす時刻を選んで，宝石に像を彫り刻

むという行為により，宝石に本来天体が持つ神秘的な力が注ぎ込まれると

いうのである．同様の言及は，フィチーノの『三重の生について』にも認

められる．

像が刻まれる際に，星の光が金属や宝石をすばやく透過し，すばらしい恩寵，

もしくは，少なくとも何らかの恩寵の類を刻印する，ということを簡単に否

定することはできない 62）

この言及はフィチーノも，像が刻まれた宝石である彫玉に，特別な力が

宿っていると信じていたことを示している．フィチーノによると，金属や

宝石はその硬さゆえに，一度星辰の力が注ぎ込まれると，例えば木などの

ような硬度が低いものよりも，その力が長く保たれるため，像を刻む支持

体として適しているという．また，その硬さのために金属と宝石は，地中

に埋まっていた時に保持していた万物の恩寵を，いつまでも維持するのだ

という 63）．したがって，像が刻まれた宝石である彫玉は，最も強い力を

持つアイテムのひとつであった．このことから，彫玉蒐集の動機のひとつ

が，この未知なる力への希求であった可能性は少なくない．アルベルトゥ

ス・マグヌスやフィチーノの著作を読むことが可能であった，ロレンツォ

をはじめとした当時の知識人の間で，彫玉蒐集がもっとも盛んだったこと

は，このことを裏付けているといえるであろう．さらに特筆すべきは，こ

の像を通して星辰の力を手に入れるためにフィチーノ自身が，天然磁石に
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熊座の像を刻んだことがある，と告白している点である 64）．

その一方で，刻まれた像に力が宿るという考えは，石の力や像の力を用

いて，一種の護符をつくりだすことを意味するが，それは偶像崇拝の疑い

をかけられかねない危険なものでもあった．たとえば，先に引用した，彫

玉に関する章の冒頭でアルベルトゥス・マグヌスは，「像や印像の降霊術

と呼ばれる．それは良き教養であって，われわれからそれを学ぼうとした

のは，われらが修道会の会士たちであった」と言及し，ここにワイコフ

は，キリスト教の教えに反しない害のないものであると印象付けようとす

るアルベルトゥス・マグヌスの苦心が見て取れる，と指摘している 65）．

十五世紀当時においても，これがいかに危険であったかは，フィチーノ

が後に『三重の生について』の『弁明』を執筆せざるを得なくなっている

ことが，端的に示している．一四八九年九月に書かれた『弁明』は「三人

のピエロ」に向けられており，そのうちの一人はピエロ・ソデリーニだと

されているが，フィチーノはその中で「キリスト教徒に魔術や像の使用が

どのような意味があるのか，と問う人もいるかもしれない」と述べられて

いることから，像の使用が問題となっていたことが窺える．また，実際に

『三重の生について』の執筆によって，フィチーノが異端審問にかけられ

る寸前だったと，カスケとクラークは推測している 66）．

このような状況にもかかわらず，冒頭に引用したマージの言及によれ

ば，ロレンツォは指輪の精霊を解放したとされている．たとえ噂話であっ

たとしても，このような言及が残るということは，ロレンツォが未知なる

力に少なからぬ関心を抱いていたことを示しているのかもしれない．

6.　著述家の言及とロレンツォの蒐集
それでは，ロレンツォの蒐集の中に，アルベルトゥス・マグヌスやフィ

チーノの言及と関連付けることが可能な彫玉があるのだろうか．

アルベルトゥスは『鉱物論』の中で，宝石に刻まれると力を発揮する，
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二十種類以上の「像」の具体例を挙げている．以下はそのうちのひとつで

ある．

ヘラクレス座の像は，膝をついている男の姿で，一方の手にこん棒を持って

ライオンを殺しており，もう一方の手にはその毛皮をもっている．そのため，

もしヘラクレスの像が勝利に属する石に彫られており，また，持ち主がそれ

を戦場で身につけているならば，彼は勝者となるといわれている 67）．

これが，ネメアのライオンを退治するヘラクレスを意味していることは

間違いないと思われる．メディチ家に関連づけられる彫玉のひとつで，こ

れと同じ主題を表わしたものが，ナポリ考古学博物館に所蔵されている．

それは，ヘラクレスがネメアのライオンを頭から抱え絞め殺そうとしてい

る場面が表わされたカメオである（図 6）．このカメオは教皇パウルス二

世の財産目録に記載されるものであり，ロレンツォが多くの彫玉をパウル

ス二世から入手したことから，このカメオもロレンツォが所有していた可

能性が指摘されている 68）．

メディチ家は，自らをヘラクレスになぞらえようとしていたことが知ら

れ，メディチ邸の大広間には，ポッライウォーロ兄弟による，ヘラクレス

の功業を表わした三枚のカンヴァス絵がかけられていた．そして，そのう

ちの一つは，このネメアのライオンを退治するヘラクレスであった 69）．

メディチ家がヘラクレスのイメージを好んだ理由については，おもに政治

的で道徳的な観点から説明されてきたが，あるいはより素朴な理由，すな

わちアルベルトゥス・マグヌスが言及する，ヘラクレスの像に勝利をもた

らす力があるとの魔術的信念も関係しているのかもしれない．

そもそも，メディチ家だけでなく，フィレンツェ共和国は十三世紀より

伝統的にその印章に，ヘラクレスを刻んでいた．通常，やはり政治的かつ

道徳的な意味において解釈されるその採用についても，アルベルトゥス・
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マグヌスの言及が関与している可能性がある．ヘラクレスは伝統的に，僭

主を倒しフィレンツェに共和国制をもたらしたフィレンツェ市民の象徴と

されてきたが，フィレンツェ共和国の印章の中には，アルベルトゥス・マ

グヌスが述べるような，ネメアのライオンを退治するヘラクレスも認めら

れる 70）．すでに述べたとおり，沈み彫りを施した彫玉インタリオは，しば

図 6　 イタリアの彫玉家　《ヘラクレスとメネアライオン》　15 世紀中頃？　瑪瑙・
紅縞瑪瑙　ナポリ　国立考古学博物館
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しば印章として用いられており，石に刻まれたヘラクレスが，勝利をもた

らすというアルベルトゥスの言及は，古くから知られていたに違いない．

アルベルトゥス・マグヌスが述べる，宝石に刻まれると効力を発揮する

「像」と関連付けることが可能なメディチ家の彫玉は，他にもある．それ

はペガソスの像を表わしたものなのだが，まずは，アルベルトゥス・マグ

ヌスがこのイメージについてどのように述べているか見てみよう．

ペガサスが石に刻まれていると，兵士や戦場で騎乗で戦う者に幸運をもたら

す．また，馬の病気にも効果がある．ペガサスの像は，有翼の馬の半身で表

わされる．このような効力をもつので，『像の芸術』の中でペガサスはベレロ

フォーン，すなわち，戦いの泉の意の名で呼ばれている 71）．

1492 年のロレンツォ財産目録には，まさにこのペガサスが刻まれた，

以下の印章指輪が記載されている．

ペガサスと五つの文字が刻まれたカーネリアン（紅玉髄）が嵌められた金の

指輪　十五フィオリーニ 72）

このロレンツォの財産目録に記載されたこのペガサスの指輪を特定する

ことはむずかしい．しかしながら，メディチ家と関連深い，ペガサスが刻

まれた彫玉が二つ現存する．ひとつはフィレンツェ考古学博物館に所蔵さ

れる，古代に制作された縞瑪瑙のカメオであり，十七世紀のメディチ家の

財産目録に記載される 73）．もうひとつは，十六世紀のメディチ家で所蔵

されていた同時代の瑪瑙のカメオ（フィレンツェ銀器博物館）である 74）．

メディチ家がこれらの彫玉を蒐集するにあたって，ペガソスの像が幸運を

もたらすという，アルベルトゥス・マグヌスの言及が影響を及ぼした可能

性は少なくないだろう．
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ロレンツォの彫玉と直ちに関連づけられないものの，フィチーノも『三

重の生について』の中で，古代の著述家の言及として，宝石に刻まれると

効力を発揮する像を例挙している．例えば，長生きする為には，サファイ

アに土星（サトゥルヌス）の像を刻むと良いという．

長生きするために，古代の人々は，土星が上昇し良い配置の時刻に，フェイ

リゼック（Feyrizech）という石，すなわちサファイアに土星の像を刻んだと

いう．土星の像とは次のようなものである．一人の老人が幾分高めの玉座，

もしくはドラゴンに座している．彼の頭部は暗色の亜麻布で覆われている．

両手を高くまであげ，手には鎌もしくは魚を握っており，暗色の長衣をまとっ

ている 75）．

フィチーノの言及が彫玉の魔術を意味していたことは間違いない．なぜ

なら，これに大変良く似た言及が，宝石に刻まれると魔術的な力を発揮す

る星辰像が列挙されている，魔術書『ピカトリクス』の第二巻十章に認め

られるからである．実のところ，クラクフ，ヤゲロニア図書館に所蔵され

る十五世紀に制作された『ピカトリクス』の写本には，フィチーノの記述

にあるような，鎌を手に持つサトゥルヌスが描かれている 76）．フィチー

ノ自身は異端の嫌疑をかけられるのを恐れたのか，『ピカトリクス』につ

いては一切触れていないが，多くの研究者が指摘するとおり，『三重の生

について』はその多くを『ピカトリクス』に依拠している 77）．

アルベルトゥス・マグヌスの著作や『ピカトリクス』が，メディチ家周

辺で知られていたことに鑑みると，彫玉蒐集の動機に，星辰から得られる

神秘的な力の所有があったことは疑いないであろう．とりわけ，メディチ

家周辺では，たとえば，サン・ロレンツォ聖堂内の旧聖具室の小部屋を覆

う円天井に，フィレンツェの 1442 年 7 月 4 日のホロスコープを示してい

るとされる天球図が表わされていることに顕著なように，これらの像魔術
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そのものの前提となる，天体の神秘的影響力についての学問，すなわち占

星術が重要視されていた 78）．また，ポッジョ・ア・カイアーノのヴィッ

ラ・メディチの建設は，ロレンツォの占星術的アドバイスをしていたフィ

チーノの助言により，好ましい星の配置が考慮された日時に開始されるな

ど 79），『三重の生について』を著したフィチーノの言及に対して一定以上

の信頼が寄せられていたことも，これを裏付けている．

実のところ，ロレンツォが石にも星辰の力が影響すると信じていたこと

を，以下のロレンツォの詩作『七つの惑星の歌』は示唆している．

われらは七惑星なり．……／人に起こること，動物，草木そして石に起こる

こと，すべてはわれらによって引き起こされる 80）

また，ヴァザーリは，長年失われていた彫玉の技術を，ロレンツォが復

活させようとしていたと以下のように伝えている．

長年，［彫玉制作の技術］は失われていた．なぜなら，それに専念するものが誰

もいなかったからである．…古代彫玉に大変な喜びを見いだしていたロレン

ツォ・イル・マニーフィコは，息子ピエロとともに古代彫玉を多量に蒐集した．

…彼らの都市にこの芸術を導入するために，各地の名人を呼び寄せた 81）．

当時，彫玉には像を彫る行為を介して，星辰の力が込められていると信

じられていたわけであるから，ロレンツォが意図したのは，彫玉というた

んなる一技芸分野の復活ではなく，むしろ失われた魔術の復活だったのか

もしれない．

7.　彫玉を表わしたメディチ邸中庭の円形浮彫
彫玉が像魔術と関連するものであったならば，メディチ家の彫玉の多く
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が模刻された，ラルガ通りのパラッツォ・メディチ（現パラッツォ・メ

ディチ・リッカルディ）の中庭のフリーズを飾るピエトラ・セレーナ（ト

スカーナ地方特産の砂岩の一種で，しばしば化粧材として用いられる）の

円形浮彫は，どのように捉えられるだろうか．

マレスカは，古代より彫玉が魔術や星辰の印が刻まれた護符として用い

られていたことから，この中庭の円形浮彫を，人間の神性を表わす寓意で

あるとともに，魔除けでもあったと推測している 82）．この円形浮彫はさ

まざまに解釈されており，いまだ意見の統一は見ておらず 83），また，残

念ながらアルベルトゥス・マグヌスやアルベルティ，フィチーノの著作に，

中庭の円形浮彫に表わされた像と同じものを確認することもできない．し

かしながら，どのように解釈されていたにせよ，円形浮彫を像が刻まれた

石としてとらえるならば，少なくともフィチーノやロレンツォの周辺にお

いては，魔術的な効果があるとみなされていた可能性は少なくない．

この円形浮彫は，八つのうち七つが彫玉をもとにしていると考えられて

いる．七つのうちの六つの彫玉には，ロレンツォの銘が刻まれ，1492 年

の財産目録に記載されている．ただし，メディチ邸の完成が言及されてい

るフィラレーテの『建築論』が著された 1464 年までに，メディチ家の所

蔵であったのは，1456 年の財産目録に記載される《ダイダロスとイカロ

ス》のみであり，1465 年の財産目録に記載される《アテナとポセイドン》

および《サテュロスと幼児ディオニュソス》を加えても，三つである．ま

た，メディチ邸完成時に《パッラディウムを奪うディオメデス》と《エロ

スの引く馭車の上のディオニュソスとサテュロス》は，いまだ教皇パウル

ス二世の所蔵であったことが確実であることから，いくつかの円形浮彫

は，十五世紀に数多く出回っていたブロンズ製の複製をもとにしている可

能性が指摘されている 84）．

とはいえ，いずれにせよ 1492 年には，円形浮彫のもとになった彫玉七つ

のうち六つがメディチ家に所蔵されていた．すなわち，メディチ邸完成時
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には，円形浮彫としては再現されてはいたものの，メディチ家の所有では

なかった彫玉を，ロレンツォが生涯をかけて，一つひとつ蒐集に加えていっ

たことになる．円形浮彫《ナクソス島のアリアドネ》は，ゴンザーガ家が

所蔵していた彫玉をもとにしているという見解も示されている 85）．しかし

ながら，フランチェスコ・ゴンザーガ枢機卿の没後，ロレンツォが枢機卿

の彫玉の入手に腐心していたことから 86），いずれにせよ，ロレンツォが円

形浮彫のもとになった彫玉の全てを所有するつもりだった可能性は高い．

そしてその飽くなき蒐集欲は，ことによると，単に美的なものでも，経

済的なものでもなかったのかもしれない．前述のとおり，宝石は，その硬

さゆえに，像が刻まれると未知なる力が最も長く保持される媒体であっ

た．そうであるとすれば当然，円形浮彫に用いられているピエトラ・セ

レーナよりも硬い宝石の方が，その力が長く保たれるはずである．それゆ

えロレンツォが円形浮彫のもととなった彫玉を執拗に蒐集しようとしたの

は，より強力なその神秘の力を得るためだった，とも考えることもできる

であろう．

8.　雷雨をしずめる精霊
メディチ家にまつわる宝石の薬効や像魔術としての彫玉についての考察

を踏まえたうえで，今一度，冒頭に引用したマージが言及する，ロレン

ツォが嵐の際に指輪から解放したという精霊について考え直してみよう．

実際，彫玉の魔術への言及の中には，雷光や雷雨に関連するものがあ

る．アルベルトゥス・マグヌスの『鉱物論』の石の印像に関する章のなか

に，雷光や雷雨から身を護ることができる，以下のような彫玉が記されて

いるのである．

右手に剣，左手にゴルゴンの首を持ったペルセウスの像は，雷光，雷雨や嫉

妬による攻撃を免れさせるといわれている 87）．
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このアルベルトゥスの言及とほぼ同じ構図の彫玉が，ナポリ考古学博物

館に所蔵されている（図 7）．ファルネーゼ家の所有であったことが判明し

ているが 88），このような彫玉が，嵐の際に身につけられることもあったの

かもしれない．しかしながら，雷光，雷雨から身を守るとされてはいるも

のの，それを追いやるとはされておらず，アルベルトゥス・マグヌスの記

図 7　 ディオスクリデス　《メドゥーサの頭部をもつペルセウス》　紅玉髄　ナポリ　
考古学博物館
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述をロレンツォが解放した指輪の精霊と直ちに関連付けるのはむずかしい．

なにより，アルベルトゥスは指輪と精霊については一切言及していない．

それでは，指輪の精霊とはいったいなにであろうか．

十二個の印章指輪の神秘の力が明らかにされるという，レオン・バッ

ティスタ・アルベルティの寓話『指輪』に顕著なように，まず，指輪とい

うもの自体が，当時，未知なる力と結び付けられていた．フィチーノも

『三重の生について』の中で，自身は指輪よりも薬を好むと断りつつも，

古代の著述家の言及として，金か銀の指輪に，星辰に対応する宝石と薬草

を嵌め込み，それを身に着けると，星辰の力を得ることができると述べて

いる 89）．周知のとおり指輪は，メディチ家の紋章として丸
パ ッ レ

薬紋と共に好

んで用いられ，スケッジャ（ジョヴァンニ・ディ・セル・ジョヴァンニ）

によって描かれたロレンツォの 誕
デスコ・ダ・パルト

生 盆 （ニューヨーク，メトロポリタ

ン美術館）の裏面にも描かれているものである．メディチ家の象徴でもあ

る指輪に精霊を住まわせ，難事のさいに当主のロレンツォがそれを解放す

る，というマージの記述は，明らかに，嵐をも操るマグス（魔術師）とし

てのロレンツォのイメージを，意図したものであろう．

精霊に関する言及の中で，当時もっとも影響を及ぼしたと思われるの

は，中世をとおして知られていたヘルメス・トリスメギストスの『アスク

レピオス』であろう．それは既述の，フィニグェッラの『図解年代記』の

一枚〈ヘルメス・トリスメギストス〉（図 5）にも表わされている，神々

を創るという箇所である．ヘルメスによれば，エジプト人の祖先は神々を

創り出す術を発見し，偶像を造りそこにダイモン（超自然的霊的存在）や

天使の霊を召喚して招き入れた 90）．そして，そのダイモンや天使の霊は，

石と薬草と香辛料からできているという．なぜなら，これらの素材となる

物質はそれ自体が神性を持っているからなのだという 91）．フィチーノも

『三重の生について』の中で，ヘルメスの言及を紹介しつつ，ほぼ同様の

ことを述べている 92）．フィチーノがロレンツォの祖父コジモの命によっ
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て，ヘルメスの『ヘルメス選集』の翻訳をしていることを勘案すると 93），

ダイモンや天使の霊が石と薬草と香辛料からできている，というヘルメス

の言及は，フィチーノにとって権威を持っていたに違いない．その他に

も，ピコ・デッラ・ミランドラが所蔵していた『秘中の秘』では，印章指

輪を身に着けて眠ると夢に精霊が現れるという記述がなされており 94），

アリストテレスがアレクサンドロス大王に秘密を教えるという形式をとる

この著作が，ある程度信じられていたとしても不思議はないだろう．

一方で，ロレンツォが解放したという精霊に最も近いと思われる記述

は，魔術書『ピカトリクス』に認められる．この著作の第三巻の十章に

は，アリストテレスがアレクサンドロス大王に教えたとする四つの魔法の

石 の 制 作 方 法 が 記 述 さ れ， そ の う ち の 二 番 目 の〈ヘ レ メ テ ィ ツ

（Helemetiz）〉と呼ばれる魔法の石には，以下のとおり，雷雨や，雪や雹

を追い払う力があるという．

汝がどこかで，雨や雪，雹や雷を見て，それを汝から，あるいは，汝のいる

場所から遠ざけたいのなら，先に述べた言葉を唱え，この石を右手に持ち，

天に向かってその手を挙げよ．さすれば，前述の全て［雨や雪，雹や雷］は

静まるであろう．この石は霊的な力と精霊からできているのである 95）．

召喚魔術の儀式を思い起こさせる，この記述で注目に値するのは，この

石が霊的な力と精霊によってできているという，マージの記述を想起させ

る言及である．この魔法の石〈ヘレメティツ〉は，石というよりも混合物

といった類のもので，ヘレボルス（金鳳花科クリスマスローズ属の総称）

や白石鹸草といった薬草類と，銀，鉛と赤銅鉱，粉砕した豚の足などを固

め「精霊に作用させる」と出来上がるとされている 96）．

マージの言及する指輪の精霊が，上述のものだったかどうかを証明する

ことはできない．この『ピカトリクス』の記述には，魔法の石を指輪には
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め込むようにとは指示されていない．『ピカトリクス』には雷雨を追い払

う魔法の石〈ヘレメティツ〉に病気を治す力もあったとは書いていない．

しかしながら，少なくとも明らかなのは，『ピカトリクス』は死を覚悟し

たロレンツォが，病床に呼び寄せるようにとポリツィアーノに命じた，ピ

コ・デッラ・ミランドラが所蔵していた書である．また，前述のとおり，

フィチーノがロレンツォに献呈した『三重の生について』は，その多くを

『ピカトリクス』に依拠している 97）．これらを考慮すると，『ピカトリク

ス』の言及をロレンツォ自身も知っていたことは疑いを容れない．

ロレンツォが，精霊がいるという指輪を保持していたならば，こうした

思考がルネサンスの文芸復興の精華ではあるものの，このような魔術的な

ものに頼らざるを得ないほど，ロレンツォの置かれていた状況が，緊迫し

ていたことを表わしてもいるのだろう．なぜなら，晩年の 1480 年代には，

ロレンツォは痛風に病んでいただけでなく，メディチ銀行ミラノ，ヴェネ

ツィア，ロンドン，ブルージュ支店が閉店し，ローマやナポリといった主

要支店も財政難に陥っており，本業である金融におけるメディチ帝国に暗

雲が立ち込めていたことは明らかである 98）．

家業に翳りが見え，痛風に病んでいた 1484 年以降に，古代遺物蒐集が

加速していることから，ロレンツォは彫玉をはじめとした蒐集に慰めを見

出していたのだろう，とフスコは推測している 99）．もちろんそのような

趣味的意図もあるだろうし，また，社会的地位の誇示や資産の拡大といっ

た，近代以降におけるコレクションと同様の動機も含まれていたことは疑

いない．しかし一方で，これまで考察してきたような，魔術的な効力をも

つ神秘的な力という視点もまた，コレクションの主要な動機となっていた

とは考えられないであろうか．とりわけ，その神秘の力が自身とメディチ

家を助けるものと信じていたと考えるならば，晩年に加速するロレンツォ

の蒐集熱も，現実逃避どころかむしろ積極的打開策の試みとして，少なく

とも当時の魔術的世界観のもとでは，ある種の合理的な行為として説明が
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つくかもしれない．

おわりに
冒頭に挙げた嵐については，マージだけでなくポリツィアーノも記述を

残している．ポリツィアーノによれば，落雷によってサンタ・マリア・デ

ル・フィオーレ大聖堂のランタンを飾る鍍金された球が破壊されたが，メ

ディチ家の紋章を想起させる球の破壊に対して，まるでメディチ家にとっ

ての災いを予兆しているようだったと述べている 100）．ポリツィアーノの

予感どおり，嵐の三日後にロレンツォは没し，二年後にはメディチ家が

フィレンツェから追放されてしまう．

ポリツィアーノはロレンツォの最期については詳述しているが，マージ

が述べる指輪の精霊については一切言及していない 101）．マージの言及は

噂話に近いものであったのだろうし，実際にロレンツォが指輪の精霊を解

放するという行動を取っていたとしても，ポリツィアーノが学問の成果を

捧げる唯一の存在だったとして慕った，敬愛なるロレンツォに異端の疑い

をかけられるような言及は避けたことだろう．

フィレンツェ商人ランドゥッチの日記によれば，ロレンツォ自身もこの

嵐を不吉なものとしてとらえていたようだ．重病の床にいたロレンツォ

は，落雷がどこからどの側であったのかを尋ね，メディチ邸の方であった

と聞いて，私もこれで終わりだ，と述べたという 102）．

嵐の襲来や彗星の出現，奇形の誕生などの異常事態に，重要人物の死や

凋落の予兆を見て取るのは，これもまた古代以来の卜占の長い伝統に基づ

くものの見方である．ポリツィアーノそしてロレンツォも，落雷にロレン

ツォ自身とメディチ家の命運を見ているのであり，十五世紀とはいまだこ

のよう迷信が社会に根付いていた時代であった．

そのような時代において，当時，権威として崇められていたヘルメス・

トリスメギストスやアリストテレス，アルベルトゥス・マグヌスらの著作
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にも言及されている，宝石や彫玉の薬効や未知なる力を，ロレンツォが晩

年に最も情熱を傾けた古代彫玉の蒐集をとおして手中に収めたいと願った

としても不思議はない，と言えるのではないだろうか．
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